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■ どんな計画？
総合計画とは、伊勢崎市の未来像やこれからのまちづくりの方針を示したもので、まちづくりの指針となるもの

です。

■ 何のためにつくるのか？
人口減少やデジタル化の急速な進展、大規模自然災害の発生への不安の高まりなど、私たちを取り巻く社会情勢が

変化する中で、伊勢崎市に暮らす誰もが幸せに暮らせるまちを創ることを目指して、様々な取組を推進していく際の
指針とするための計画です。

■ わたしたちにできることは？
行政だけでは、理想の伊勢崎市を実現することはできません。市民、企業、団体、行政などあらゆる主体が総合計画

を共有し、それぞれの強みを生かしながら協力し、生き生きと過ごせるまちを共に創りましょう。

長期的視点に立ってまちづくりを進めるための最高指針である「長期ビジョン（基本構想）」と、長期ビジョン（基
本構想）で定める「伊勢崎市将来ビジョン」の実現に向けて、伊勢崎市全体で推進する具体的な方策をまとめた「アク
ションプラン」で構成します。

令和7年度

長期ビジョン（基本構想）
令和7年度（2025年度）～令和16年度（2034年度）

令和 7 年度（2025年度）～
令和11年度（2029年度）

（10年間）

（5年間）

（2025年度）
▼ ▼ ▼ ▼

令和11年度
（2029年度）

令和12年度
（2030年度）

令和16年度
（2034年度）

前期アクションプラン
令和12年度（2030年度）～
令和16年度（2034年度）

（5年間）

後期アクションプラン

長期ビジョン
（基本構想）

アクションプラン

■ バリュー（行動指針、価値観）

協働による共創
市民、企業、団体、行政など多様
な主体がそれぞれの強みを生かし
ながら協力し、生き生きと過ごせ
るまちを共に創ります。

尊重による共生
国籍、文化、世代、障害、地域など
あらゆる多様性を尊重し認め合
い、１人ひとりが自分らしく過ごせ
るまちづくりを進めます。

変革による成長

目まぐるしく変化する社会情勢に
対応するため、新たな考え方や先
進的な技術を柔軟に取り入れなが
ら、着実に成長していけるまちづ
くりを進めます。

環境志向による持続
本市のあらゆる資源を環境の視
点から最大限に活用し、将来にわ
たって持続するまちづくりを進め
ます。

総合計画とは

総合計画の期間と構成

長期ビジョン（基本構想）

■ ビジョン（あるべき姿、未来像）【体系のイメージ図】
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えがお咲く未来へ　持続可能な共生都市　いせさき
伊勢崎市将来ビジョン

7つの「政策」と「政策のゴール」

1 子育て・教育政策
【ゴール】

未来の担い手が育ち、
全ての人が成長し続けられるまち

2 健康・福祉政策
【ゴール】

誰もが健康で互いに支え合いながら
生き生きと暮らせるまち

3 産業・観光・文化政策
【ゴール】

経済の好循環が生まれ、
活気にあふれ人が集えるまち

4 まちづくり政策
【ゴール】

住環境と自然環境が調和した、
心地良い空間で暮らせるまち

5 安心安全政策
【ゴール】

１人ひとりが日頃から安全を意識し、
安心して暮らせるまち

6 環境政策
【ゴール】

あらゆる活動で環境に配慮し、
１人ひとりが脱炭素社会や循環型社会の

実現に向けて行動できるまち

7 共生・共創・行財政政策
【ゴール】互いに認め合い、共に創る、未来に向かって持続発展できるまち

「7 共生・共創・行財政政策」は、
他の6つの政策を下支えするものとして位置付ける
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地区別計画 36の重点施策

重点プロジェクト（伊勢崎市版総合戦略）

「7.共生・共創・行財政政策」は、
他の6つの政策を下支えするものとして位置付ける

地域間
の共生

伊勢崎
地区

赤堀
地区

東地区

境地区

少子高齢化対策プロジェクト
産業活性化プロジェクト

暮らしの安心実現プロジェクト

共生社会実現プロジェクト

DX推進プロジェクト

「DX推進プロジェクト」は、他の4つのプロジェクトの
デジタル活用を下支えする環境整備として位置付ける

■ ミッション（使命、存在意義）

活力ある拠点の
形成を

農業、商業、工業などあらゆる産
業を発展させ、チャンスを生かし
活力あふれる拠点を形成します。

理想の共生社会の
実現を

国籍、文化、世代、障害、地域な
ど、様々な特性を理解し、尊重し
合うことにより、新たな価値を創
出し、理想の共生社会を実現しま
す。

伊勢崎市が社会において果たすべき使命、 存在意義であるミッション、あるべき姿、未来像であるビジョン、まちづ
くりに際しての行動指針、価値観であるバリューで構成します。
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「地区別計画」、「重点プロジェクト」、「重点施策」の３つのアプローチにより、長期ビジョン（基本構想）で定めた
「政策のゴール」の達成に向けた取組を推進していきます。また、「ＳＤＧｓ」の理念と、市の取組のどこを取っても環境
に配慮されている状態を目指す「いせさきＧＸ」の考え方を念頭に、将来にわたって成長力を確保し、人々が安心して
暮らせる持続可能な伊勢崎市の実現に取り組んでいきます。

【ＳＤＧｓの17のゴール】 【いせさきＧＸのロゴマーク】

■ 地区別計画
各地区が特色を生かして発展し相互に連携する「地域間の共生」を推進し、４地区が一体となった魅力的な「伊勢

崎市」を目指すためのものです。

● 歴史・文化的な地域資源を生かした 
活力あるまちづくり

● 豊かな自然環境の保全と活用
● 道路交通網を生かした活力ある産業 

の推進
● 安全でゆとりある居住環境の形成

● 教育振興による 
子育てしやすい地域づくり

● 交通利便性を生かした 
農業・商業・工業の均衡ある発展

● 観光振興と中心市街地の 
にぎわいの創出

● 水害に強いまちづくりの推進

● 多様な地域資源や伝統行事を 
生かした活力あるまちづくり

● 暮らしを支える地域拠点の 
維持・充実

● 良好な田園環境と調和した 
産業の推進

● 安全でゆとりある居住環境 
の形成

● 世界遺産田島弥平旧宅をはじめと 
した蚕種製造民家群の保存と活用

● 生活環境の整備と境町駅周辺の 
市街地におけるにぎわいの創出

● 道路交通網を生かした活力ある 
産業の推進

● 豊かな自然環境の保全と水害 
対策の推進

■ 重点プロジェクト
緊急性・重要性が高く、優先して取り組むべき課題と解決に向けた取組を、施策横断的に５つのプロジェクトとして

パッケージ化したものです。また、まち・ひと・しごと創生法（平成26年11月施行）に基づく「伊勢崎市版総合戦略」と
位置付けます。

赤堀地区

伊勢崎地区

東地区

境地区

重点プロジェクト
【令和7年度（2025年度）～令和11年度（2029年度）】

伊
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＝
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少子高齢化対策プロジェクト
▷結婚・出産・子育てに希望が持てる社会の実現
▷地域の未来を担う人材育成
▷全ての市民が元気に活躍できる環境づくり

産業活性化プロジェクト
▷産業の競争力強化
▷労働環境の向上と雇用確保の支援
▷関係人口の創出と地方居住の推進

暮らしの安心実現プロジェクト
▷防災力の向上
▷都市環境・交通網・インフラの整備
▷防犯体制の強化・交通安全対策の推進

共生社会実現プロジェクト
▷多文化理解の促進とグローバル人材の育成
▷外国人への支援体制の構築
▷多様な人材が活躍できる環境づくり

DX推進プロジェクト
▷デジタル基盤の整備
▷デジタル人材の育成・確保
▷誰一人取り残さないための取組

デジタル活用を下支えする環境整備

施
策
横
断

【重点プロジェクトの構成イメージ】

前期アクションプラン
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■ 重点施策
長期ビジョン（基本構想）の方向性に沿った、市が重点的に推進すべき取組を、７つの政策に対して36の施策に整理し掲げるものです。

えがお咲く未来へ　持続可能な共生都市　いせさき

６
環境

あらゆる活動で環境に
配慮し、１人ひとりが

脱炭素社会や循環型社会
の実現に向けて
行動できるまち
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５
安心安全

１人ひとりが日頃から
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４
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住環境と自然環境が
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空間で暮らせるまち
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安
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の
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１ ２ ３ ４ ５ ６

※「７ 共生・共創・行財政政策」は、他の６つの政策を下支えするものとして位置付ける
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３
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１
子育て・教育

未来の担い手が育ち、
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